
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。

新宿区立高田馬場創業支援センターニュースレター
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　高田馬場創業支援センターでは、これから創業を目指す方や
創業して間もない方を対象とした、創業時に役立つ情報や知見
を紹介するセミナーを毎年開催しています。
　11月11日には、今年で3回目になる、新宿区中小企業支援ネッ
トワーク会議との共催で創業融資に関するセミナー、【金融機
関の担当者に直接相談できる「創業融資＆事業繁栄につながる
創業計画書の作り方」】を開催します。

　融資を受けるために必要な知識のレクチャーだけでなく、融
資をする側の金融機関の職員を交えたワークショップを行うこ
とで、計画書を作成する際のポイントなども実践的に学ぶこと
ができます。
　また、セミナー終了後には自身の事業に沿った融資について
直接金融機関の職員に質問できる個別の相談会も実施します。
（事前予約制。先着順）

　セミナーの詳細な内容、お申込みは当センターWebサイトのイベントページに掲載します。毎年人気のセミナー
ですので、ご希望の方はお早めにお申込みください。皆様からのお申込みをお待ちしております。

利用者募集のお知らせNEWSNEWS

施設内容・利用申請に
　　　　　　   関する詳細はこちら
https://incu.shinjuku-center.jp/usage

創業融資に関するセミナーを11月に開催しますNEWSNEWS

　高田馬場創業支援センターは高田馬場駅から徒歩2分という好立地の、10席のフリーアドレスを中心としたイン
キュベーションオフィス（シェアオフィス）です。年末年始を除く毎日8:30から24:00までお使いいただけます。個人
の作業スペースの他、会議室や交流スペースを使っての来客対応も可能です。また、当施設の住所での郵便物の受け
取りや登記もできます。
　申請後審査をへて、利用承認を得た方がご利用いただける施設ですので、ドロップインのような一時利用はできま
せん。現在は定期的に利用者募集を行っています。
　12月1日から利用開始となる利用者募集を10月1日（水）～10月31日（金）の期間に行います。募集の期間内に

① センターを見学して、利用方法などについて説明を受ける（事前予約制）
② 新宿区産業振興課への利用申請と事業計画書などの提出
を行う必要があります。※①は期間前でも対応可能。

　申請者が多数の場合は面接を実施し、利用者を決定します。詳細は当センターWebサイトをご確認ください。

【利用料】　　　　 シェアオフィス：月額1万円
　　　　　　　　個室オフィス：月額3万円
　　　　　　　　　　  　※個室オフィスは2室。満室の場合はご利用頂けません。

　　　　　　　　コピー・プリント出力料：別途（利用分）

【利用承認期間】　  利用承認日（承認月の1日）から6ヶ月
　　　　　　　　　　  　※区長が必要と認めたときは、3回までの利用更新を可とし、
　　　　　　　　　　　  　最長2年間の利用を限度とします。

日　時：11月11日(火) 18:30～20:30
講　師：株式会社MMコンサルティング
　　　    代表 上野 光夫氏
会　場：BIZ新宿（新宿区立産業会館）
　　　　　　　　　1階　多目的ホール

https://incu.shinjuku-center.jp/category/seminar
創業セミナーの詳細はイベントページのセミナー記事をチェック！

※参加費は無料です

▲ 昨年のセミナーの様子

創業融資＆事業繁栄につながる

創業計画書の作り方
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～1人では気づけない「改善ポイント」を金融機関担当者がていねいにアドバイス～



　現在利用者の募集は定期的に募集期間を設けて行っています。ご利用に
あたっては、必ず当センターの見学・利用相談を受けてください。
　そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性
等を審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
詳細については当センターWebページ等でご確認ください。
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　ディープテックはどうしても結果が出るまでに時間がかかるので、資金的な体力やその過程を耐えられる精神力
が必要になります。僕は思っていたよりも大変だったので、覚悟は必要だと思います。
　しかし、研究者にとって、夢があるのも確かです。自分の研究のいきつく先が、社会にどんな効果をもたらすの
か見てみたいと少しでも思うのであれば、起業は1つの選択肢になるのではないかと思います。まずは副業的に始
めるのがいいかもしれません。

創業を目指している方にメッセージをお願いします。

　アクセスの利便性もありますが、住まいも職場も新宿区で、研究先も新宿区にあり、縁があったので「始めるなら
新宿区かな」と思っていました。
　新宿区で始めたことで新宿ビジネスプランコンテストに出場でき、入賞がきっかけで高田馬場創業支援センター
を知り、入居することにしました。

　「創業のいろは」は全く知らなかったので、何もかもが大変でした。マーケティン
グも「D2C」という言葉すら知らず、製造販売許可の取得方法もわからず、いろいろな
人にアドバイスを受けてなんとかしていました。
　また、ディープテックとはいえ、化粧品レベルだと資金調達もなかなか難しく、融
資に関してはセンターで相談に乗ってもらったおかげで得られたと思っています。
　1人で始めたので人集めもとても苦労して、配信番組に出演したことがきっかけで
今のチームを組むことができました。他にもモニターを行うことをアドバイスしてもらえるなど自分になかった意
見を聞けたので、この出演がブレイクスルーになったのは間違いありません。
創業に新宿区を選んだ理由を教えてください。

創業する際に大変だったことは何ですか？

　以前から薬剤耐性菌の研究をしていて、その過程でファージについても知りまし
た。ファージは昔から研究されているのに、全然応用できていないと感じていて、自
分の医者としての臨床的な知識を加えて、幅広く効くようなものを作りたいと研究
を進めました。社会実装しようとすると、会社で研究開発するべきという風潮があ
りますが、新規性が強い事業内容であるため、既存の会社ではなかなか着手すること
が難しい。「であれば、自分たちで会社を作ろう」となったのがきっかけです。
　当初は「ファージを使った物を販売する」くらいのビジョンでしたが、研究を進めるため
には創業するしかなかったという事情があります。

　バクテリオファージを配合した肌荒れ防止の化粧水を製造販売しています。バク
テリオファージは特定の菌に対して効果がある細菌で、色々な応用ができます。今
回は黄色ブドウ球菌という多くの肌荒れの原因になっている悪玉菌にアプローチす
るファージを化粧水に配合することで、肌荒れの防止に効果がある製品を作りまし
た。現在クラウドファンディングを使ってプレ販売を行っています。
　いずれは薬が効かない耐性菌の感染症を治すために使う医薬品を開発したいので
すが、まだ研究段階のため、まずは身近なトラブルである肌の悩みを解決することか
ら着手しているところです。
創業しようと決めたきっかけは何ですか？

現在の事業内容について教えてください。

2013年三重大学医学部卒業後、同大
学医学部附属病院で研修を行ったの
ち、細菌学研究を志望し、名古屋大学
大学院医学系研究科細菌学博士課程
へ入学。様々な薬剤耐性菌の分子疫
学研究に携わり、博士（医学）取得。
培った細菌学研究のさらなる発展を
求めて早稲田大学理工学術院で2018
年から招聘研究員として研究を開始。
同時に、医療法人社団予防会新宿サ
テライトクリニックで性感染症診療
も開始し、2021年から院長を務めて
いる。
社会実装を視野に入れ、臨床医学と
基礎医学を繋ぐ、研究医かつ臨床医
であることを目指し、現在は新規感
染症治療法（ファージセラピー）実現
の研究に注力している。

株式会社DR.Phage
　　　代表 取締役  北岡一樹 さん

利用者インタビュー：株式会社DR.Phage　代表取締役  北岡一樹さんVOICEVOICE
多くの可能性があるバクテリオファージを使って、
　　　　　　　　　　　　　　人や動物の悩みを解決したい


